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廃寺遺跡第128地点については、確認調壺を実施し特徴的な遺物が出土したことから、 第1章に概略を述べ

ている。
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所収遺跡名 種別 時 代 主な遺構 主な遺物 特記事項

八十塚
古墳

古墳群
（横穴式石室墳）

古墳時代後期
横穴式石室墳 3基

岩ヶ平支群第59号墳から、八十塚

（第145地点）
生産遺跡

江戸時代
割石4石

須恵器 古墳群で最古型式の須恵器がみつ

徳川大坂城
（採石場）

（元和・寛永期） かった。

東六甲採石場

今回の調査地点では、八十塚古墳群岩ヶ平支群に伴う横穴式石室墳 3基と徳川大坂城東六甲

採石場岩ヶ平刻印群に伴う石材が4石確認された。このうち、岩ヶ平支群第59号墳では、八十

要 約
塚古墳群で最古型式の様相を呈する石室構造と須恵器杯蓋がみつかったことから、当古墳群の

最初期である 6世紀中頃に築造されたと考えられる。また、原位置は保っていないが、採石場

に伴う Aタイプの矢穴を有する石材4石は、古墳に使用されていた石材を転用していた可能性

がある。



第 1章はじめに

第1節 国庫補助事業の概要

芦屋市は、兵庫県の南東部に位置する阪神間の住宅

都市である（第 1図）。市域の形状は南北に細長く、

その規模は東西約2.5km、南北約8.3km、面積18.57kmを

測る。市域の地形は六甲山地と大阪湾に挟まれ、山地・

丘陵・台地・段丘・沖積扇状地・沖積低地・砂州・浜

堤• 砂浜が形成されている。市域を流れる主な河川と

しては、芦屋川と宮川がある。現在の市街地は、六甲

山地南麓の台地・丘陵部と神戸平野とも呼称される東

西に細長い平野部を中心に形成されている。

芦屋市では確認調査及び個人住宅の建設に伴う本発

掘調査については、国庫補助事業として実施している。

本書では芦屋市教育委員会が平成24・25年度に実施し

た市内遺跡の発掘調査を取り上げる。平成24年度につ

いては平成24年 (2012) 4月10日付け教文第1050号に

より補助金の交付決定の通知を受けた平成24年度国宝

重要文化財等保存整備費補助金に基づくものである。

補助対象経費は、 4,000,000円である。補助率は国 1/

2、県 1/4、市 1/4であり、補助金の確定額は、

国2,000,000円、県1,000,000円、市1,000,000円である。

平成25年度については平成25年 (2013) 5月15日付

け教文第1446号により交付決定通知のあった平成25年

度国宝重要文化財等保存整備費補助金に基づくもので

ある。補助対象経費は、 3,500,000円である。補助率は

国1/2、県 1/4、市 1/4であり、補助金の確定

額は、国1,750,000円、県875,000円、市875,000円である。

平成24年度の国庫補助事業の対象となった発掘調査

は、確認調査5件である。具体的には、八十塚古墳群

第145地点、藤ヶ谷遺跡第19地点、打出小槌遺跡第53

地点、芦屋廃寺遺跡第123・124地点、三条会下遺跡第

8地点の確認調査である。これらの確認調査について

概要を述べると、八十塚古墳群第145地点では、八十

塚古墳群に伴う横穴式石室墳3基（岩ヶ平支群第59-

61号墳）と徳川大坂城東六甲採石場に伴う関連石材4

石の存在が確認された。そのうち、工事によって影響

第1図 兵庫県と芦屋市の位置

を受ける横穴式石室墳2甚は事業者負担による本発掘

調査で記録保存した〔芦屋市教委2014b〕。本書では

工事の影響を受けず、当該敷地に保存された八十塚古

墳群岩ヶ平支群第59号墳等を報告する。残る 4地点は

工事掘削深度までに埋蔵文化財が確認されなかったこ

とから、「慎重工事」と判断した。

平成25年度の国庫補助事業の対象となった発掘調査

は、確認調査4件である。具体的には、芦屋廃寺遺跡

第128地点、阿保親王塚古墳第19地点、清水遺跡第34

地点、八十塚古墳群第153地点の確認調査である。こ

れらの確認調査について概要を述べると、芦屋廃寺遺

跡第128地点は、弥生時代～古墳時代の遺構面が工事

によって損壊を受けることが確認された。なお、当調

査地点の本発掘調査は、市費で実施した。阿保親王塚

古墳第19地点及び清水遺跡第34地点では、工事掘削深

度までに埋蔵文化財は確認されなかったことから、「慎

重工事」と判断した。八十塚古墳群第153地点では、

八十塚古墳群に伴う横穴式石室墳2基（岩ヶ平支群第

16・17号墳）と徳川大坂城東六甲採石場に伴う関連石

材5石、採石土坑1基等の存在が確認された。これら

の埋蔵文化財は、いずれも工事によって損壊を受ける

ため、事業者負担による本発掘調査で記録保存した。

本書では、これら平成24・25年度に国庫補助事業と

して実施された発掘調査の内、先述のとおり、八十塚

古墳群第145地点の確認調査について報告する。

第2節埋蔵文化財の保護について

芦屋市内における埋蔵文化財の保護手続きについ

て、平成24年度では文化財保護法第93条第 1項並びに

第94条第1項の規定に基づき、事業者から提出された

周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等の施工に

伴う届出や通知の件数が42件を数えた。それらに伴い

実施された文化財保護法第99条第 1項の規定に甚づく

発掘調査は合計14件となった。調査種別では、本発掘

調査2件、確認調査12件の実施件数であった。なお、

当年度の工事立会の件数は6件、慎重工事35件を数え

る。一方、平成25年度の届出や通知の件数が52件を数

えた。それらに伴い実施された文化財保護法第99条第

1項の規定に基づく発掘調査は合計9件となった。調

査種別では、本発掘調査2件、確認調査7件の実施件

数であった。なお、当年度の工事立会の件数は 7件、

慎重工事42件を数える。

なお、平成24年度における本市生涯学習課への埋蔵

文化財包蔵地に関する照会は867件、開発指導等事前

協議は67件、平成25年度における本市生涯学習課への

埋蔵文化財包蔵地に関する照会は798件、開発指導等

事前協議は62件あった。

平成24・25年度において、本市の埋蔵文化財専門職

員数は正規職員 1名（学芸員）、再任用職員 1名（学

芸員）、嘱託職員 2名（学芸員）の合計4名であった。
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第1章はじめに

第3節 苦屋廃寺遺跡第128地点の調企

平成25年度に調査を行った芦屋廃寺遺跡第128地点

は、芦屋市西芦屋町20番地の一部に所在する。確認調

査の結果、弥生時代～古墳時代の遺構が検出されたた

め、平成25年 (2013)10月28日から11月1日までの実

働 5日間で、本発掘調査を行った。本発掘調査では、

遺構面が 2 面検出され（第 1 面• 第2面）、ピット・

土坑・溝．竪穴住居跡・寵などの遺構がみつかった。

調査区は、北側を 1トレンチ、南側を 2トレンチと

して設定した。第2面では、 1トレンチでの遺構は少

なかったが、西側中央部で粘土塊が検出された。ピッ

トは 7基検出され、いずれも 2トレンチ北半でみつ

かった。溝は2条検出され (SD1・2)、ともに東

西方向を指向する。竪穴住居跡 (SH1)は、調査区

の東壁際で検出されたため全容は不明だが、出土遺物

から、弥生時代後期後半～古墳時代初頭の住居跡と考

えられる。近隣には、平成24年度に発掘調査を実施し

た苦屋廃寺遺跡第122地点が、西に50mの位置に所在

しており、同時期の竪穴住居跡などの遺構が多数検出

されていることから〔芦屋市教委2014a〕、該期に当

調査地点まで集落が広がっていたことが推測できる。

寵は、 2トレンチ中央よりやや北側の西壁付近でみつ

かった。出土遺物は細片であるが、土師器・須恵器が

出土している。さらに、性格不明遺構として、 SX 1 

-3が検出されている。

今回の出土遺物量は、調査面積に比して多く、総じ

: - : 

羹

゜
5cm 

第2図 出土遺物実測図 1/2 

~ ・10-'' 9~-12 
13 

て、畿内V様式から古墳時代の遺物が中心で、古代か

ら中世の遺物は少量である。また、瓦の出土が乏しい

ことから、当該地が芦屋廃寺の寺域から離れていたこ

とがわかる。遺物は、弥生時代後期～古墳時代を主体

とする 5層出土が圧倒的に多いようである。

第2-5図には、今回の調査地点出土の主な遺物を

掲載した。 1は、鉄剣型の磨製石剣である（第2・3

図）。 5層から出土しており、弥生時代中期頃のもの

と考えられる。残存率は低いが、 A・B面ともに擦過

痕が認められる。大阪府高槻市周辺で産出する粘板岩

製であると推測される。 2は、 5層から出土した叩

石である。両端部に使用痕がみられる。 3は、 SD1 

から出土した鉄滓である。 4は、第1面精査時に出土

した棒状有孔土錘である。 5~7は5層出土遺物で、

5は甑の把手、 6は須恵器の杯蓋で稜が認められるこ

とから、 MT15に比定できる。 7は須恵器杯身で高台

の様相から、奈良時代後期から平安時代初頭頃の年代

が与えられる。

第4図には、庄内式期の特徴的な遺物を中心に掲載

した。 8~12は二重口縁壺で、13は垂下口縁壺である。

8~13は、口縁端部に櫛描きで波状文が施され、 13は

波状文を施したのち、円形浮文を貼り付ける。 14は大

型鉢で、口縁端部に刻み目を施す。15は布留式甕であ

る。 16は甕の底部で木葉痕が看取される。8は第 1面

精査、 9は第2面精査、 10はSX2、11~14は5層、

15・16は4・5層出土である。第 5図17は、 SH1 

から出土した庄内式期の鉢である。

• 
3
 ＇ 4 

6
 

7
 

第3図 出土遺物写真 (1)

15 16 

第4図 出土遺物写真 (2) 第5図 出土遺物写真 (3)
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第3節 芦屋廃寺遺跡第128地点の調査

25 久保遺跡

26 堂ノ上遺跡

27 元塚

28 金津山古墳

29 小松原遺跡

30 打出小槌古墳

31 打出小槌遺跡

32 若宮遺跡

33 呉川遺跡
34 徳川大坂城東六甲採石場城山刻印群

35 徳川大坂城東六甲採石場奥山刻印群

36 徳川大坂城東六甲採石場岩ヶ平刻印群

第6図 芦屋市内主要遺跡分布図 1 /50000 
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第2章調杏地の位置と環境

第1節地理的・歴史的景観

八十塚古墳群は、六甲山地南東麓の高位段丘上に立

地する古墳時代後期中頃 (6世紀中頃）から飛鳥時代

(7世紀中頃）にかけての群集墳である。芦屋市朝日

ヶ丘町・岩園町・六麓荘町、西宮市苦楽圏四番町・同

五番町・同六番町の東西約900m、南北約1100mの範

囲に分布しており、阪神間でも有数の古墳群として周

知されている。消滅墳を含め、現在までに60基以上の

数を確認しており、往時には100基以上の古墳があっ

たと推測されている。

地形や分布域などから、絨谷・苦楽園・老松・岩ヶ

平•朝日ケ丘の 5 支群に区分され、岩ヶ平支群はさら

にA-I小支群に細分される。

古墳の形態は、径10-20m程度の円形・楕円形の墳

丘形態をもつ横穴式石室墳を主体とし、石室を構築す

る石材として、在地産の六甲花尚岩礫が用いられてい

る。

八十塚古墳群の出土遺物には、土師器・須恵器・耳

環・玉類・鉄製品・陶棺などがみられる。また、平成

24年度実施の第61号墳の調査では、双龍環頭大刀柄頭

や両頭金具が出土し〔芦屋市教委2014b〕、従来、武

器や武具の副葬が乏しいとされてきた、当古墳群の被

葬者像を塗り替える調査となった。

今回報告する第59号墳は、標高約114mの南東向き

緩斜面に位置し、八十塚古墳群岩ヶ平支群の I小支群

の南に位置する（第7図）。I小支群とは別の新たな

小支群になる可能性もある。

また、当地域は周知の埋蔵文化財包蔵地である徳川

大坂城東六甲採石場岩ヶ平刻印群の範囲内にも含まれ

ている。大坂城は、豊臣秀吉によって築城されたが、

慶長20年 (1615)の大坂夏の陣によって落城した後、

徳川幕府によって再築された。再築工事は、元和 6年

(1620)に始まり、寛永元年 (1624)、寛永5年 (1628)

の三期にわたって行われ、西国大名を中心に63藩64家

に及ぶ大名が、「公儀普請」として動員されている。

その際に、石垣用を中心とする数多くの石材が当地域

からも切り出され、その痕跡として刻印石や矢穴石な

どの関係石材が確認されている。東六甲採石場は、神

戸市東部から西宮市仁川右岸に至る東西約7.0kmの範

囲に分布しており、地形的には山地および丘陵・台地

・ に立地している。東六甲採石場は、地形や刻印の分布

状況から、甲山・北山 ・越木岩・岩ヶ平・奥山 ・城山

の6つの刻印群に細分されているが、近年、芦屋川右

岸扇状地でも採石活動が確認されるようになった。

平成25年度に調査を行った、岩ヶ平刻印群第195地

点 （芦屋市六麓荘町28-1所在• 第7図北西端よりやや

西に位置する）では、原位置は保っていないものの、

矢穴列を有する刻印石 1石 (1号石材）と刻印石2石

(2・3号石材）が確認された（第8図）。 3石とも既

知の刻印石ではあるものの、石材実測を含めた調査は

今回が初めてである。図面作成は、矢穴痕をもつ刻印

石 (1号石材）のみを対象とし、残り 2石は刻印の採

拓を行った。

1号石材は花尚岩自然石で、長辺3.0m、短辺2.6m、

高さ1.4m以上を測り、埋没している部分から実際の

法量は、この数値よりもかなり大きいものであること

が推測される。石材長軸上面中央部分には、 20穴から

なるAタイプ矢穴列が設定されている。矢穴列と同じ

面に「◎」と考えられる刻印（因伯烏取藩池田家所用）

が彫られているが、矢穴列を設定する際に、壊された

ため、1/3程度しか遺存しておらず、詳細は不明である。

2号石材は、約1.9mを測る花尚岩自然石で、側面に

人名刻印である「1」刻印（因伯鳥取藩池田家所用）
を有するが、風化が著しい。「伊木三十郎」「二しノ宮内」

と、縦二行の文字が刻まれている。 3号石材は、約1.1

mを測る花両岩自然石で側面に「④」刻印（若狭小浜

藩京極家所用）を有する。刻印の施刻方法は、線彫り・

点彫りがあるが、風化が著しく判別することはできな

かった。

刻印石は原位置を保っていないが、当調査地点付近

が丁場境周辺に想定されることから、池田家の採石場

の広がりを示唆する。

第7図 八十塚古墳群古墳分布図 1 /10000 
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第1節 地理的・歴史的景観
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1号石材「◎」刻印拓影

I<! <I: 

゜
2m 

※矢穴を彫る際にヤバトリを行ったノミト

リ痕が、看取される。

※ 1号石材は、原位置を保っていないため、

方位・標高は図示していない。

1号石材平面図・断面図 1 / 50 

2号石材「な」刻印拓影

3号石材「④」刻印拓影

2号石材「乞」刻印写真

1号石材 2・3号石材（右が2号石材、左が3号石材）

第8図 岩ヶ平刻印群第195地点 1号石材平面図・ 断面図 1 /50、および刻印拓影約 1/8

-5 -



第3章確認調在の概要

第1節八十塚古墳群第145地点の確認調在

1. 調壺に至る経緯

芦屋市六麓荘町152-1、151-2に所在する当該地（敷

地面積約2,530rrl) において、鉄筋コンクリート造地

上2階建・木造平屋建専用住宅2棟の新築が計画され

た。当該地は、固知の埋蔵文化財包蔵地である「八十

塚古墳群」と「徳川大坂城東六甲採石場岩ヶ平刻印群」

の範囲に含まれるため、文化財保護法第93条第 1項に

基づく届出書が、平成24年 (2012) 5月15日付で、事

業者より本市教育委員会に提出された。

本市教育委員会は、受理した届出書をもとに、同年

5月22日に分布調査を行い、古墳状隆起を 3ヶ所確認

し、また、原位置は保っていないが、 Aタイプの矢穴

痕を有する割石の分布を確認した。この結果から、建

築計画の内容を審査し、新築工事によって遺構や遺物

包含層が損壊を受ける可能性が予測されたため、本市

教育委員会生涯学習課文化財係嘱託（学芸員）坂田典

彦・白谷朋世を調査担当者として、平成24年 (2012)

6月21日から 7月25日までの実働25日において、確認

調査を行った。

なお、発掘作業は株式会社国際文化財に委託した。

広調査の方法

当該地の現状地形は、北側約4/5が雑木林で、六麓

荘町の開発に伴うとみられる南側突出部の造成地を除

いては、ほぼ未開発の状態を保っており、現状地形も

良好に遺存していた。そのため、調査地全域を対象に、

25cm間隔の等高線で現状地形の測量を行った。また、

トレンチは18基設定し（調査面積合計29.7lrrlり、掘削

はすべて人力で行い、調査後には埋め戻しを行った。

第59号墳には石室の様相を把握するためのトレンチを

2基設定し、第59号墳の北西には周溝確認トレンチを

探入し、周溝の有無等を確認した。

第9図調査地近景（北東から）

なお記録は、写真をカラーポジフィルム (35mm)・

デジタルカメラ (1000万画素）を用いて行った。実測

図は、光波測距器を用いて、 トレンチ配置図を縮尺l

/400で、現状地形測量図を縮尺 1/50で、土層断面図

を縮尺 1/20、石材略測図を 1/10・1 /20で作成し

た。基準高は、当該地周辺に設置されたマンホール上

面高（標高T.P .115.600m)から水準測量により得た。

なお、図面で用いた方位は、真北である。

3. 調査の経過

確認調査は、古墳や採石場跡の有無を判断するため、

平成24年 (2012) 6月21日から 7月25日までの、実働

25日において実施した。 6月22日に、調査杭の打設や

レベル移動を行い、調査を開始した。また、テントの

設営や簡易トイレの搬入等も行った。現状地形測量図

を作成し、並行してトレンチを掘削して、土層断面図、

トレンチ配置図などの作成も行った。分布調査におい

て確認された古墳では、表土剥ぎを行い、天井石が遺

存していないことや、開口方向を確認した。7月19・

20日には、確認された割石が原位置を保っていないこ

とが分かったため、略測図や写真で記録をとった。 7

月20日には、簡易トイレを搬出した。 7月25日には、

器材を撤収し、調査を終了した。

4. 調査区の層序

本調査地点は雑木林であったため、地形も改変を受

けることなく、良好に遺存していた。調査地の層序は、

上から現地表面である第 1層、斜面地からの流出土で

黄色系の中粒砂が主体となる第2層、地山である第3

層は黄灰色の礫混じり粗粒砂で、断丘礫層である。第

1層である腐植土と第2層の表層堆積の層厚は、地形

の起伏によって異なるが、おおよそ10-40cmである。

第3層は段丘礫層であり、横穴式石室の構築材や近世

の採石活動の母材として用いられた、径 lm大の巨礫

を含むことが確認された。

第10図第59号墳調査風景
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※109.75mの等高線は、草木が繁茂しており、

測量することが出来なかった。

第11図 八十塚古墳群第145地点地形図 1 /200 
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第1節 八十塚古墳群第145地点の確認調査

5. 八十塚古墳群岩ヶ平支群第59号墳

第59号墳の様相 調査地の中央部は、尾根 ・小谷の

入り組む複雑な地形を形成しており、北東から南西へ

流下する谷筋を挟んで西側に第60・61号墳、東側の微

支尾根の先端部分を占地する形で、第59号墳が位置す

る （第11図）。 現状では、第59号墳は天井石を失い、

奥壁・側壁が残存するのみであった。しかし、第60号

墳との境となる谷筋において、天井石と想定される巨

石が点在しており、第59号墳あるいは第60号墳の天井

石が移動したと考えられる。墳丘の東側は急傾斜に

なっており、隣地が宅地造成を行った際に、人為的な

削平を受けたようである。

第59号墳は、事業者と保存及び開発計画の調整を

行った結果、庭部分に現状保存することで合意を得た。

そのため、本発掘調査は行わず、現状地形測量と石室

に直交するように奥壁周辺と石室中央部に設定した 2

基のトレンチ、墳丘の北西に設定した周溝確認トレン

チから、様相を把握するに留めた。

埋葬主体は、露呈していた側壁列から、南西方向に

開口する横穴式石室であることがわかった。また、石

室の平面形態は、袖石の確認位置から右片袖式である

と判断される。また、袖石上に前壁まで2石の介在石

が横積みになっている様子が看取されることから、本

古墳群の中で、最も古式の玄門構造を有する。

石室の法量は、石室残存長6.lm、玄室長約4.0m、

玄室上部幅約1.5m、羨道部幅約1.25mを測る。墳丘高

は、約2mを測ると推測される。

石室内の奥壁周辺を掘り下げた結果、割石を用いた

奥壁が2段以上、左側壁が3段以上残存していること

が分かった。床面を検出していないため、石室高を算

出することはできないが、左側壁の残存状況から、石

室高は1.5m以上を測ると推測される。しかし、右側

壁は上部の 2~3段目が石室の内側に倒れ込んでお

り、残存状況は芳しくない。石室内には、現在土砂が

流入しているが、これは、天井石が地震や採石時など

により失われて間もない玄室空間が保たれている段階

に、右側壁が内側に崩れたものと考えられる。

第59号墳の北側には、現状地形において、周溝痕跡

とみられる溝状の窪みが視認でき、北西に設定した周

溝確認トレンチでは、現地表面下約20cmで周溝が検出

された。このことから、墳丘規模は径約15mを測ると

推測される。周溝は表土直下で確認され、埋土は橙黄

色砂質土からなり、墳丘盛土には、黄褐色砂質土が用

いられている（第12~14図）。

遺物は、第59号墳の開口部付近の表土から須恵器杯

周溝確認ト レンチ 西壁

s
 

2
 

113.5m 

N 

周溝確認 トレンチ 南壁

E
 

113.5m 

w 
1表土 2 橙黄色砂質土 3 黄褐色砂質土

゜
2m 

第12図 第59号墳周溝確認トレンチ土層断面図 1 /40 
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第3章確認調査の概要

蓋（第15・16図1)が、同じく開口部付近の表土直下

から、須恵器低脚高杯（第15・16図2)が出土した。

杯蓋はほぼ完形で、 TKlO型式後半 (MT85)に比定

される。低脚高杯も完形で出土しており、 TK217型

式に比定される。これらは、第59号墳に副葬されたも

のと考えられるが、杯蓋が八十塚古墳群で出土する須

恵器の中では最古型式に該当することから、第59号墳

は八十塚古墳群の中でも、最初期の6憔紀中頃に築造

され7世紀中頃に追葬が行われた可能性がある。

また、工事立会の際に、第59号墳北方から採集され

た短頸壺（第15・16図3)と提瓶（第15・16図4)が、

直線距離で約35m離れた、近傍の第61号墳（第11図）

石室内で出土した短頸壺と提瓶〔芦屋市教委2014b「第

61号墳」報告書番号6・10〕と同一個体であること

がわかった。

第59号墳に伴う遺物今回の調査は第59号墳を築山

状に保存することから、全面的な発掘は行わなかった

ため、報告できる遺物は少量で、すべて須恵器である。

開D部付近の表土から出土した杯蓋 1は、ほぼ完形

で口径14.1cm、器高4.6cmを測る。全体的に黒っぽい色

調を呈し、一部、 D縁部外面から天井部外面に自然釉

がかかり、灰オリーブ色を呈する。天井部は丸みをも

ち、わずかに突出する稜の上より約1.5cm隔てたとこ

ろから、回転ヘラケズリを行っている。外面の2ヶ所

に焼成時の融着痕がみられる。田辺編年TKlO(MT 

85)型式に比定される。同じく開口部付近の表土直下

から出土した2は低脚無蓋高杯で、完形である。口縁

が歪んでおり、口径は9.6-10.4cmを測り、底径は7.0

cm、器高は6.3cmを測る。外面には、丁寧な回転ナデ

が施されるが、杯部と脚部を接合した痕跡がわずかな

がらみられる。脚端部には、凹線が巡る。田辺編年T

K217型式に比定される。

3は、先述したように工事立会で採集した遺物であ

る。第61号墳の石室埋土下部（第61号墳4層）からみ

つかった短頸壺と同一個体であった。残存状況はよく

ないが、口縁部は玉縁状を呈し、外面の体部と肩部の

変化点には、明確な凹線が巡る。凹線の約2cm下方か

ら、カキメが巡る。

4も、工事立会で採集した提瓶だが、第61号墳出土

遺物と接合関係にあった。第61号墳では、右側壁の敷

石が失われていた攪乱部分からみつかった破片で、残

存状況は良好ではないが、円盤閉塞痕が看取できる。

内面はユビオサエで整え、外面は閉塞後に仕上げのカ

キメ調整が行われる。肩部には、垂下する鉤状の把手

がつくことが特徴である。把手部分を貼りつける際の

ナデッケ痕が看取できる。第61号墳は、 7世紀初頭の

築造とされているが提瓶は6憔紀後半に比定できる。

6. 徳川大坂城東六甲採石場岩ヶ平刻印群

今回の調査地では、徳川大坂城東六甲採石場に伴う

石材を 4石確認した（第17-20図）。

調査地中央部の第60号墳北西に位置する 1号石材

は、平面が半月形を呈する端石で、長辺約2.8m、短

辺約1.2m、高さ約0.75mを測る花岡岩である。上面は

~
 
>
2
 

仁＝＝＝土二三i

ニ ー一三口
※4は、本来側面図が必要であったが、

細片のため図化できなかった。そのた

・ め円盤閉塞痕が明瞭な底部からみた図

を提示する。

※1-3は1/4、4は1/5の縮尺である。
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第15図 第59号墳出土遺物実測図 1/4・1/5 
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59号墳北方採集

ヽ4 
第16図第59号墳出土遺物写真
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第1節 八十塚古墳群第145地点の確認調査

自然面であるが、背面が割面となっており、下部にA

タイプの矢穴痕が18穴みられ、下取り線も看取される。

刻印は観察されなかった。 トレンチ調査から原位置は

保っていないと考えられるが、巨石であるため、あま

り移動していないと推測される。

調査地南辺西部に位置する 2号石材は、直方体を呈

する石材で、長辺約2mを測る花商岩の端石である。

視認する限り、母岩から切り離された矢穴による割面

は一面のみであり、刻印は確認されない。原位置を保っ

ていない割石で、矢穴部分には、研磨されたような光

沢感がみられることから、矢穴痕の判別は難しかった

が、 Aタイプの矢穴痕が7穴半確認できた。

木の幹に接するような形でみつかった 3号石材は、

調査地北辺中央部に位置する。三角錐を呈する形状で、

長辺約80cm、高さ約60cmの端石である。風化が著しく、

鉱物粒は比較的粗い花蘭岩である。割面は、矢穴列痕

を有する面のみで、他の面は自然面である。Aタイプ

の矢穴痕を 4穴確認した。原位置は保っていない。

4号石材は、調査地中央付近でみつかった花尚岩の

石材で、長辺1.6m、短辺0.5m、高さ0.3mを測る直方

体の石材である。第60号墳の墳丘西側に埋没していた

が、作業時に裏返した際矢穴痕が確認された。矢穴列

が彫られた面は割面で、小口も割面である可能性があ

第17図 1号石材
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るが、その他の面は自然面であると考えられる。Aタ

イプの矢穴痕が10穴みられる。原位置は保っていない。

7. まとめ

今回の調査では、八十塚古墳群岩ヶ平支群に伴う古

墳3基（第59-61号墳）と徳川大坂城東六甲採石場岩ヶ

平刻印群に伴う石材を 4石確認した。

岩ヶ平支群第59号墳の調査では、表土から出土した

須恵器杯蓋（第15・16図1)が、八十塚古墳群の中で

も最古型式の様相を呈することと、石室形態や他の遺

物との関係から、 6世紀中頃に築造され、 7世紀中頃

まで追葬が行われていたと考えられる。第59号墳北方

で採集された遺物が、第61号墳石室内から出土したも

のと接合関係にあることもわかった。

また、原位置は保っていないが、採石場に伴う Aタ

イプの矢穴痕をもつ割石4石を確認した。母岩は確認

できなかったが、古墳の天井石が残存していなかった

ことから、古墳に使われていた石材が転用された可能

性もある。なお、 1-4号石材すべてにおいて、刻印

は看取できなかった。当調査地内では、 Cタイプの矢

穴石も確認されており、江戸時代中頃以降の時期にお

いても、採石が行われていたことがわかった。

口
※2号石材は、矢穴部分に研磨されたような光沢感がみられ、

写真では割面を明瞭に撮影することができなかった。そのた

め、略図での提示となる。

゜
1m 

第18図 2号石材略測図 1 /30 

/
,
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,――
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第19図 3号石材 第20図 4号石材
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第3章確認調査の概要

第21図第59号墳遠景（西から）

第23図 第59号墳石室現況（南西から）

第26図 第59号墳奥壁周辺現況（北西から）
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第22図第59号墳墳丘現況（西から）

第24図第59号墳左側壁現況（西から）

第25図 第59号墳奥壁周辺現況（北東から）

第27図 第59号墳側壁現況（西から）
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第2節 八十塚古墳群第145地点の確認調査

第28図 第59号墳側壁現況（南西から）

第29図 第59号墳石室内トレンチ掘削状況（南西から） 第30図 第59号墳玄室全景（南西から）

第31図 第59号墳杯蓋出土状況 (1) (南西から） 第32図 第59号墳杯蓋出土状況 (2) (南西から）

第33図 第59号墳高杯出土状況 (1) (南西から） 第34図
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